
平成30年 3月 

ご挨拶 
 日頃は、瀬戸保健所の保健事業の推進に御理解と御協力をいただき、ありがとうございます。
このたび、結核業務に携わっておられる機関の皆様に、瀬戸保健所の結核の状況や取り組みを
お伝えするため、情報誌を作成しました。ぜひ御一読ください。 

瀬戸保健所

管内

結核死亡者数 新登録患者数

実数 死亡率 実数 罹患率
菌陽性

患者数

菌陽性

罹患率

平成 27 年 7 2.0 77 16.3 24 5.1 
平成 28 年 6 1.3 79 16.8 23 4.9 
平成 29 年概数 9 1.9 59 12.5 16 3.4 
愛知県

（名古屋市を除く）

（平成 28 年）
78 1.5 776 14.9 291 5.6 

全国
（平成 28 年） 1,892 1.5 17,625 13.9 6,642 5.2 

表１ 管内の結核患者及び死亡の状況 

（注）罹患率：人口 10 万対新登録患者数

菌陽性：喀痰塗抹陽性

平成 29 年瀬戸保健所管内の罹患率は
平成 28 年より下がりました。
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図１ 年齢別結核患者発生状況 図２ 70 歳以上結核患者発病時在宅・ 
入所サービス利用状況 

平成 29 年新登録者の結核登録時介護保険サービスの
利用状況は、
在宅サービス 16.6％
入所サービス 11.4％
約 3 割が結核発病時に、在宅・入所サービスを利用
しています。

平成 29 年新登録者の登録時の年齢は、
70 歳以上 74.6％
80 歳以上 44.1％です。
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図３ 外国出生者の状況 

平成 29 年新登録者（結核）の外国出生者は、3 人で
した。（フィリピン、インドネシア、中国）
新登録の約 5％です。



≪編集後記≫ 

昨年度に引き続き、薬局を始め多職種連携による地域DOTSを進めています。 

今後も、益々、地域の関係機関の協力が必要です。皆様よろしくお願いします。（結核担当） 

 連絡先  瀬戸保健所  健康支援課 電話 ０５６１－８２－２１５７ 

今年度は、薬局を始め多職種による地域DOTSの推進に取り組みました。一部紹介します。 

研修会（薬剤師・在宅支援者）の開催

≪関係機関支援状況≫（H30.3.15 現在 実 49 事例、延 56 事例）

実施機関（職種） 事例数

薬局（薬剤師） 39 

医療機関（医師）） 3 

入所施設

住宅型有料ホーム（看護師） 3 

    〃   （介護士） 1 

ケアハウス（介護士） 1 

ショートスティ（介護士） 1 

老人保健施設（薬剤師・看護師・介護士） 1 

通所施設 ディサービス（介護士） 3 

訪問看護ステーション（看護師） 2 

訪問リハビリ（理学療法士） 2 

計 56 

＊医療従事者の皆様へ「医師による結核の発生届はまん延防止の第一歩です。」 
結核の患者さんを診断した時、医師は、保健所に結核と診断した当日に発生届を提出する義務があります。 

届出が必要な３つの理由  

提出された発生届に基づいて、保健所は以下のことを行っております。 

①確実に治療をするために  …患者さんの治療完了まで、服薬確認等のフォローを行います。

②安心して治療をするために…患者さんが、入院及び通院医療費の公費負担を受けるための手続きを行います。

③地域の方を守るために  …患者さんと接触のあった方々の健康診断を行い、結核の更なるまん延を予防します。

＊医療機関、事業者の皆様へ「愛知県結核健康診断報告書」の提出はお済みですか？ 
・「感染症法（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律）第 53 条の 2第 1 項に規定する事業者、 

学校の長、施設の長及び同条 3項に規定する市町村長は、結核に係る定期の健康診断を行うこととされています。 

・報告は、感染症法第 53 条の７に基づくものです。 

・医療機関以外の事業者の対象施設 

介護老人保健施設、社会福祉施設（生活保護関係、老人福祉法関係、障害者総合支援法関係等） 

毎年、従事者、入所者の健康診断が終了次第、保健所へ提出よろしくお願いします。 

高齢者の結核についてわかりや

すくまとめた、高齢者施設職員の

ための「結核を知ろう！」「高齢者

における結核 Q＆A 集」を、瀬戸保

健所ホームページに掲載していま

す。御活用ください。 

 また、保健所から施設へ出向い

て説明することも可能です。遠慮

なく御連絡ください。 

≪介護士≫
【参加者からの声】

高齢者の感染においては、肺炎症状との識別が困難で
あることから明らかな症状はなく、利用者様の日頃の
体調管理について参考になりました。

≪薬剤師≫
学生時代に習って以来、結核の患者様に触れること
はなかったのでとても勉強になった。


